
本
年
、
五
月
十
一
日
に
「
茅
ヶ
崎
市
自
治
会

連
絡
協
議
会
」
が
解
散
し
、「
茅
ヶ
崎
市
ま
ち

ぢ
か
ら
協
議
会
連
絡
会
」
が
発
足
い
た
し
ま
し

た
。
本
連
絡
会
は
、
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

及
び
市
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
等
を
代
表
す
る

会
長
、
副
会
長
各
一
名
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
た

組
織
で
す
。

今
日
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
展
に

伴
い
、
地
域
の
絆
が
薄
れ
て
き
て
い
る
状
況
に

あ
り
、
地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て

お
り
ま
す
。
地
域
で
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
で
話
し
合
い
、
情
報
を
共
有

し
、
課
題
解
決
を
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
に
存
在
す
る
公
益
を
増
進
す
る
た
め

に
活
動
し
て
い
る
自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
団
体
や
地
域
の
方
々
に
よ
る
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
し
て
、
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

本
連
絡
会
は
、
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
等

を
支
援
し
、
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
の

構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

地
域
力
の
向
上
を
目
指
し
て

「
ま
ち
ぢ
か
ら
」
創
刊
に
寄
せ
て

茅
ヶ
崎
市
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
連
絡
会

会
　
長
　
　
細
　
田
　
　
　
勲

茅
ヶ
崎
市
長
　
　
服 

　
部
　
信
　
明

日
頃
よ
り
、
本
市
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
報
誌
「
ま
ち
ぢ
か
ら
」
の
創
刊
に
あ
た

り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
進

め
、
地
域
課
題
を
地
域
で
協
議
、
解
決
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
地
域
主
体
の
も
と
、

「
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
」
を
設
立
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
か

ら
４
年
あ
ま
り
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
後
、

協
議
会
の
活
動
が
活
性
化
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て
、
よ
り
一
層
地
域
を
牽
引
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
各
地
区
の
連
携
を
図
る
「
茅
ヶ
崎

市
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
連
絡
会
」
が
発
足
さ
れ

た
こ
と
は
、
市
と
し
て
も
大
変
心
強
く
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
報
誌
「
ま

ち
ぢ
か
ら
」
を
と
お
し
て
活
動
を
発
信
し
て
い

た
だ
き
、
多
く
の
人
が
関
わ
れ
る
取
り
組
み
と

し
て
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

の
取
り
組
み
が
、
さ
ら
に
地
域
に
広
が
り
、
み

な
さ
ま
の
声
が
よ
り
反
映
さ
れ
る
ま
ち
に
な
り

ま
す
よ
う
、
連
絡
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
繁

栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

少子高齢化や核家族化の進展など、社会情勢が大きく変化していく
中で、地域ではさまざまな課題が生じています。豊かで活力のある地
域社会を維持、発展させていくためには地域が主体となって地域課題
の解決に取り組むことが必要です。そこで、地域で活動されている多
くの団体等の参加により、防犯、防災、環境、高齢者への支援などに
対応していくことのできる組織として、まちぢから協議会の取り組み
が進んでいます。

○まちぢから協議会とは
地区まちぢから協議会は、地域で公益のために活動する自治会をは
じめとする既存の団体等により組織され、地域全体としての意思決定
や課題解決に向けた取り組みを行います。
現在、10地区で地区まちぢから協議会が設立され、2地区で設立に
向けた準備が進められています。

○まちぢから協議会連絡会とは
まちぢから協議会連絡会は、新たな地域コミュニティとしての地区
まちぢから協議会（地区自治会連合会を含む）により組織され、地域
課題への支援などを行うため月１回、市内の各協議会の代表者が集ま
り、話し合いをしています。

【地区まちぢから協議会相互の親睦と連携】
（１）総会及び定例会・役員会（毎月、ただし４月は除く）の開催
（２）研修会等の開催
【地域振興の研究】
（１）地域課題への支援
（２）先進都市視察
【行政への協力】
（１）各種審議会及び委員会への委員の推薦
（２）行政等からの依頼事項の周知

【地域活動の情報交換】
（１）会報誌の発行等
（２）ホームページの運営

平成28年度茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会事業計画

組織図
自治会をはじめとする各種団体・地域の方々

茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会

（平成28年9月1日現在）

各地区で取り組みが
進んでいます

1

小
出
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

湘
北
地
区
自
治
会
連
合
会

浜
須
賀
地
区
ま
ち
の
ち
か
ら
協
議
会

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

小
和
田
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

松
林
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

鶴
嶺
西
地
区
自
治
会
連
合
会

鶴
嶺
東
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

湘
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

南
湖
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

海
岸
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

茅
ヶ
崎
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
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活 動 紹 介

鶴
嶺
西
地
区
は
、萩
園（
二
五
〇
〇

世
帯
）、
今
宿
（
一
〇
〇
〇
世
帯
）、

平
太
夫
新
田
（
二
〇
〇
世
帯
）
の
三

自
治
会
に
加
え
、
マ
ン
シ
ョ
ン
系
の

七
自
治
会（
各
六
〇
～
一
八
〇
世
帯
）

の
約
四
六
〇
〇
世
帯
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

防
災
・
防
犯
面
で
は
、
地
区
防
災

連
絡
会
（
自
治
会
・
自
主
防
災
会
代

表
で
構
成
）
を
中
心
に
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
間
の
連
携
等
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

当
地
区
の
今
宿
小
・
浜
之
郷
小
の

二
校
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
青
少

年
育
成
推
進
協
議
会
が
あ
り
、

萩
園
中
を
含
め
各
学
校
で
は
、

保
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

見
守
り
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
体
育
振
興
会
は
、

鶴
嶺
地
区
が
東
西
に
分
割
さ

れ
る
以
前
の
姿
を
維
持
し
、
東
西
の

自
治
会
を
構
成
団
体
と
し
て
体
育
祭

や
高
南
一
周
駅
伝
な
ど
に
参
画
し
て

い
ま
す
。

鶴
嶺
西
地
区
は
、
今
秋
の
ま
ち
ぢ

か
ら
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
向
け
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

茅
ヶ
崎
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

は
、
本
年
三
月
に
設
立
さ
れ
、

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
て
始
動
し
ま
し
た
。

当
協
議
会
は
、
東
海
道
線
の

北
側
十
九
自
治
会
と
、
南
側
五

自
治
会
の
二
十
四
の
自
治
会

（
一
九
五
〇
世
帯
）
で
構
成
さ

れ
、
防
災
訓
練
や
体
育
祭
は
、

茅
ヶ
崎
小
と
梅
田
小
で
分
か
れ

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
は
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
防
災
計
画
に
基

づ
き
実
施
し
、
各
会
員
が
参
加

で
き
る
よ
う
、
ま
た
防
災
意
識

を
深
め
る
よ
う
に
実
施
し
て
い

ま
す
。特
に
第
一
中
の
生
徒（
約

四
十
人
）
が
参
加
し
、
一
生
懸

命
訓
練
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は

頼
も
し
い
限
り
で
す
。

ま
た
、
茅
ヶ
崎
小
で
の
体
育
祭
は
、

中
海
岸
自
治
会
も
参
加
し
、
六
自
治

会
で
自
由
に
楽
し
い
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
つ
な
が
る
よ
う
な
新
生

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
地
域
課
題

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

活
動
内
容

五
月
九
日
に
小
出
コ
ミ
セ
ン
で
総

会
が
開
か
れ
、
二
十
七
年
度
の
事
業

報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、
二
十
八
年

度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
に
つ
い

て
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
、
活
動
の

一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
規
約
改
正
も
承
認
さ
れ
、

条
例
に
基
づ
く
申
請
に
進
む
こ
と
と

な
り
ま
す
。

事
業

≪
運
営
委
員
会
・
役
員
会
（
年
四
回

開
催
）≫

・
各
部
会
へ
の
協
議
事
項
の
投
げ
か

け
や
各
部
会
で
の
協
議
事
項
の
協
議

・
運
営
委
員
会
の
運
営
や
事
業
の
実

施
等
に
つ
い
て
の
協
議

≪
部
会
（
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、

暮
し
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
各
部

会
）≫

・
各
部
会
で
の
協
議
や
各
部
会
で
協

議
し
た
内
容
に
つ
い
て
運
営
委
員
と

の
連
絡
・
調
整

・
各
部
会
で
の
事
業
実
施

≪
活
動
の
広
報
≫

・
協
議
会
活
動
の
周
知
、

部
会
参
加
の
呼
び
掛
け

・
小
出
コ
ミ
セ
ン
祭
り

で
の
活
動
の
広
報
と
部

会
員
の
募
集

≪
認
定
に
向
け
た
取
り

組
み
≫

茅
ヶ
崎
市
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
認
定
等
に
関

す
る
条
例
に
よ
る
認
定

を
受
け
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

予
算二十

八
年
度
は
、
市

の
運
営
補
助
金
十
万
円

で
活
動
を
行
い
ま
す
。

松
浪
地
区
は
、
平
成
二
十
四
年
に

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
四
年

が
経
過
し
ま
し
た
。

今
年
二
月
に
は
、
今
後
の
松
浪
地

区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
あ
り
方
を

考
え
る
時
期
で
は
な
い
か
と
考
え
、

三
十
余
り
の
団
体
を
代
表
す
る
全
委

員
に
よ
る
意
見
交
換
を
中
心
と
し
た

「
じ
っ
く
り
話
し
合
う

研
修
会
」
を
開
き
ま
し

た
。
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議

会
の
あ
り
方
に
加
え
て

も
う
ひ
と
つ
の
議
論
の

目
玉
は
、
昨
年
開
設
さ

れ
た
コ
ミ
セ
ン
で
す
。

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
が

指
定
管
理
者
と
し
て
発

足
し
て
一
年
で
す
が
、

運
営
も
や
っ
と
軌
道
に

乗
り
、
住
民
の
み
な
さ

ん
が
日
常
的
に
便
利
に
使
え
る
状
態

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
住
民
が

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
「
お
茶
と
お

し
ゃ
べ
り
」
が
で
き
る
場
と
し
て
、

コ
ミ
セ
ン
カ
フ
ェ
が
三
十
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
始
ま
り
、
現
在

で
は
手
作
り
の
ケ
ー
キ
と
ラ
ン
チ
も

加
わ
っ
て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
と
コ
ミ
セ
ン

の
運
営
に
当
た
っ
て
課
題
の
洗
い
出

し
、
共
有
と
解
決
方
法
に
つ
い
て
四

時
間
に
わ
た
る
熱
心
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

鶴
嶺
東
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

は
平
成
二
十
七
年
九
月
五
日
に
設
立

総
会
を
開
催
し
、
発
足
し
ま
し
た
。

「
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
」
の
目
的

は
地
区
市
民
の
「
共
通
課
題
」
を
、

市
と
地
区
と
が
協
働
し
て
、「
課
題

解
決
」
を
図
る
こ
と
で
す
。

現
在
、
最
大
の
課
題
は

「
大
災
害
時
の
安
否
確
認

（
情
報
受
理
伝
達
）」
で
あ

る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
す
。

鶴
嶺
東
地
区
で
は
、
地

区
の
特
性
を
取
り
入
れ
な

が
ら
も
、「
安
否
確
認
訓

練
」
を
主
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

「
助
か
る
命
は
安
否
確

認
か
ら
」
で
あ
り
、「
助

か
る
か
ら
、助
け
ら
れ
る
」

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

寸
刻
を
争
う
、
生
命
に
関
す
る
こ

の
「
安
否
確
認
」
が
、
市
全
体
の
共

通
課
題
と
す
る
な
ら
、
あ
と
は
「
課

題
解
決
」
を
目
指
し
、「
実
践
、訓
練
」

あ
る
の
み
で
す
。

「
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
」
の
目
的

達
成
は
市
民

全
体
の
願
い

で
あ
り
、
関

係
者
の
責
務

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

海
岸
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
は
、

十
三
自
治
会
、
地
区
社
協
、
茅
ヶ
崎

小
推
進
協
、
東
海
岸
小
推
進
協
、
地

区
体
育
振
興
会
、
民
児
協
、
海
岸
コ

ミ
セ
ン
、
海
岸
ボ
ラ
セ
ン
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
二
十
一
団
体

を
主
な
構
成
団
体
と
し
て
、
平
成

二
十
八
年
三
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

発
足
一
年
目
の
活
動
と

し
て
は
、
従
来
自
治
会
連

合
会
が
主
催
し
て
い
た
市

民
集
会
、
地
域
防
災
訓
練
、

高
砂
緑
地
で
の
「
梅
ま
つ

り
」
な
ど
の
行
事
を
引
き

継
ぐ
ほ
か
、
拡
充
さ
れ
た

地
域
力
を
生
か
し
て
「
住

ん
で
良
か
っ
た
ま
ち
づ
く

り
」
に
今
後
と
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

当
地
区
は
津
波
対
策
に

加
え
、
住
宅
密
集
地
と
し

て
ク
ラ
ス
タ
ー
火
災
の
危
険
度
も
高

く
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
た
防
災
対
策
の
一
層
の
充
実
も

計
画
し
て
い
ま
す
。
当
面
は
、「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
し
て
茅
ヶ
崎

市
の
認
定
を
得
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

ま
た
、
運
営
委
員
会
を
月
一
回
開

催
し
、
行
政
の
依
頼
事
項
、
地
域
住

民
か
ら
の
要
望

事
項
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

湘
北
地
区
は
、
甘
沼
、
香
川
、
松

風
台
、
鶴
が
台
団
地
、
鶴
が
台
一
街

区
、
ラ
イ
ト
タ
ウ
ン
茅
ヶ
崎
、
み
ず

き
の
七
つ
の
自
治
会
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
が
夏

ま
つ
り
を
開
催
し
、
お
互
い
に
参
加

し
て
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 

な
お
、
松
風
台
自
治
会
は
、
自
治

会
館
を
建
て
替
え
し
て
い
る
た
め
、

夏
ま
つ
り
は
お
休
み
と
な
り
ま
し
た
。

甘
沼
自
治
会

八
月
十
四
日
（
八
幡
神
社
）

香
川
自
治
会

八
月
六
日
・
七
日（
香
川
小
学
校
）

鶴
が
台
団
地
自
治
会

七
月
三
十
日
・
三
十
一
日
（
ち

び
っ
こ
広
場
）

鶴
が
台
一
街
区
自
治
会

八
月
七
日
（
高

田
団
地
広
場
）

ラ
イ
ト
タ
ウ
ン

茅
ヶ
崎
自
治
会

七
月
二
十
三
日

（
ラ
イ
ト
タ
ウ
ン

敷
地
内
）

み
ず
き
自
治
会

八
月
二
十
日
・

二
十
一
日
（
み
ず

き
公
園
）

湘
北
地
区
は
、

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議

会
に
つ
い
て
、
検

討
を
進
め
て
い
ま

す
。

小
和
田
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
に
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
設
立
当
初
は
、
戸
惑
う

こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
二
十
七
年

度
に
四
つ
の
部
会
を
立
ち
上
げ
た
こ

と
で
、
具
体
的
な
課
題
に
対
し
て
の

活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

広
報
部
会

広
報
紙
の
発
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
製
作
を
行
い
、
情
報
発
信
や
周
知

活
動
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
部
会

地
域
ケ
ア
会
議
と
一
体
と

な
っ
た
部
会
活
動
を
行
い
、
地

域
で
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

お
ひ
さ
ま
Ｙ
Ｕ-

Ｚ
Ｕ

ル
ー
ム
部
会

辻
堂
駅
西
口
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
工
場
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
施

設
に
つ
い
て
、
あ
り
方
や
地
域

が
求
め
る
設
備
等
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
部
会

地
域
住
民
に
よ
る
ま
ち
あ
る
き
の

体
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
交
通
問
題

の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

各
部
会
の
状
況
は
、
毎
月
の
協
議

会
定
例
会
で
報
告
を
行
い
、
進
め
方

の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
地
域

の
課
題
解
決
を
担

う
部
会
活
動
に
つ

い
て
、
い
っ
そ
う

の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

湘
南
地
区
は
、
昨
年
完
成
し
た
南

西
部
複
合
施
設
ハ
マ
ミ
―
ナ
に
続
き
、

大
型
商
業
施
設
、（
仮
称
）
柳
島
ス

ポ
ー
ツ
公
園
、
そ
し
て
道
の
駅
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
区
と
し
て
発
展
し
て
い
く
中
、

地
区
の
伝
統
で
あ
る
「
み
ん
な
で
協

力
し
て
、
助
け
合
う
」
の
精
神
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

本
年
六
月
に
は
、
地
区
の
み
な
さ

ん
に
野
菜
や
花
の
苗
、
趣
味
の
小
物

な
ど
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
熊
本

地
震
支
援
活
動
と
し
て
「
朝
市
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
地
域
の
多
く
の
み

な
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
売
り

上
げ
金
九
万
円
を
義
援
金
と
し
て
、

茅
ヶ
崎
市
社
会

福
祉
協
議
会
を

通
じ
、
熊
本
の

被
災
地
に
届
け

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な

地
域
の
み
な
さ

ん
の
気
持
ち
こ

そ
「
み
ん
な
で

協
力
し
て
、
助

け
合
う
」
の
精

神
で
あ
り
、
今

回
の
取
り
組
み

も
〝
み
ん
な
の

ま
ち
ぢ
か
ら
〟

に
な
り
ま
し
た
。

南
湖
地
区
は
、
国
道
一
号
の
南
湖

入
口
交
差
点
か
ら
延
び
る
南
湖
通
り

を
中
心
に
左
右
に
広
が
る
地
域
で
す
。

南
湖
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
は
、

市
の
認
定
条
件
と
な
る
公
募
委
員
も

決
ま
り
、
今
年
度
も
「
ふ
れ
あ
い
南

湖
市
民
集
会
」
と
地
区
防
災
訓
練
を

主
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

す
で
に
実
施
し
た

市
民
集
会
で
は
、
旧

西
浜
駐
車
場
を
地
区

振
興
の
拠
点
と
す
べ

き
活
用
案
、
長
年
の

懸
案
事
項
で
あ
る
Ｊ

Ｒ
踏
切
の
遮
断
時
間

短
縮
の
早
期
解
決
、

左
富
士
通
り
沿
線
の

道
路
整
備
、
交
通
渋

滞
問
題
な
ど
幅
広
い

質
疑
応
答
が
服
部
市

長
を
は
じ
め
市
の
幹
部
と
の
間
で
な

さ
れ
ま
し
た
。

合
同
防
災
訓
練
は
、
自
治
会
単
位

で
戸
別
に
安
全
確
認
後
、
引
き
続
き

西
浜
小
で
、
消
火
・
救
出
・
救
護
な

ど
の
実
地
訓
練
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

当
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
構
成
団

体
代
表
、
公
募
委
員
等
の
役
割
分
担

な
ど
本
格
的
な
体
制
づ
く
り
は
今
後

の
課
題
で
す
。

地
域
で
は
、
超
高
齢
化
と
核
家
族

化
で
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が
増
え
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
で
孤
立

化
や
、
閉
じ
こ
も
り
が
増
え
、
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
原
因
は
地
域
の

繋
が
り
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

よ
り
良
い
人
間
関
係
を
築
い
て
い

く
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
か

い
や
、
声
掛
け
、
挨
拶
な
ど
、
向
こ

う
三
軒
両
隣
か
ら
町
内
会
、
自
治
会
、

連
合
会
、ま
ち
の
ち
か
ら
協
議
会（
地

区
の
各
団
体
）
な
ど
と
、
絆
を
深
め
、

つ
な
が
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商

法
な
ど
か
ら
高
齢
者
を
守
る
よ
う
、

各
団
体
に
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
（
津
波
）
に
弱
い

浜
須
賀
地
区
の
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
、
大
切
な
こ
と
は
災
害
時
に
要

支
援
者
を
ど
う
避
難
さ
せ
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

浜
須
賀
地
区
ま
ち
の
ち
か
ら
協
議

会
と
行
政
が
協
働
で
課
題
を
出
し
あ

い
、
共
有
し
て
問
題
解
決
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

松
林
地
区
は
、
平
成
二
十
六
年
七

月
に
協
議
会
を
設
立
し
、
二
十
八
年

七
月
に
認
定
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
で
安
心
で
き
る
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
を
目
標
に
、
防
災
訓
練
や

福
祉
バ
ザ
ー
な
ど
各
事
業
に
積
極
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
現
在
抱
え
て
い
る
担
い

手
不
足
、
活
動
者
不
足
を
補
う
べ
く

地
域
で
支
え
あ
う
取
り
組
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

課
題
解
決
に
向
け
て
子
ど
も
部
会

「
お
む
す
び
松
林
」
を
発
足
さ
せ
て

八
月
二
日
に
事
業
認
定
を
受
け
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

第
一
回
の
「
中
学
生
の
学
習
支
援

と
夕
食
支
援
事
業
」
を
開
始
し
、
予

想
を
上
回
る
参
加
者
が
あ
り
今
後
に

期
待
が
持
て
る
結
果
で
し
た
。

ま
た
、
す
で
に

ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
防
災
部
会
の
他
、

福
祉
、
広
報
、
安

全
等
の
部
会
の
立

ち
上
げ
を
進
め
て

い
ま
す
。
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鶴嶺西地区自治会連合会小出地区まちぢから協議会

鶴嶺東地区まちぢから協議会湘北地区自治会連合会

湘南地区まちぢから協議会浜須賀地区まちのちから協議会 茅ヶ崎地区まちぢから協議会

松浪地区まちぢから協議会

海岸地区まちぢから協議会小和田地区まちぢから協議会

南湖地区まちぢから協議会

松林地区まちぢから協議会

9 月 4 日（日）市民集会 鶴嶺西コミセン
10月 9 日（日）鶴嶺地区体育祭 鶴嶺中学校（東西地区合同）
11月 6 日（日）地区防災訓練 鶴嶺西コミセン、萩中、今宿小

9月11日（日）市民集会 茅ヶ崎コミセン
9月25日（日）茅ヶ崎地区体育祭 茅ヶ崎小学校
10月 9 日（日）梅田地区体育祭 梅田中学校
10月15日（土）梅田地区防災訓練 梅田小学校
10月16日（日）南5自治会防災訓練 茅ヶ崎小学校
11月20日（日）茅ヶ崎コミセンまつり 茅ヶ崎コミセン

10月 2 日（日）体育祭 浜須賀小学校
10月22日（土）会館祭り 浜須賀会館
11月 5 日（土）防災訓練 浜須賀小学校
1月 7日（土）賀詞交換会 浜須賀会館

7月30日（土）市民集会 松林公民館

10月 9 日（日）地区大運動会（松林・小和田地区合同）松林中学校

10月30日（日）地区福祉バザー 松林公民館
11月13日（日）地区防災訓練 松林中学校

８月 7日（日） 市民集会 鶴嶺東コミセン
10月 9 日（日） 鶴嶺地区体育祭 鶴嶺中学校
11月 5 日（土） コミセンふれあいまつり 鶴嶺東コミセン
10月30日（日）～
11月27日（日）防災訓練（安否確認等） 鶴嶺東地区9自治会

1月 7日（土） 鶴嶺東地区賀詞交歓会 鶴嶺東コミセン

10月 ８ 日（土）市民集会 福祉会館
10月 9 日（日）(体育振興会)体育祭 東海岸小学校
10月29日（土）海岸地区防災訓練 東海岸小学校
11月13日（日）(地区社協)ふれあいの集い 福祉会館
2月11日（土）梅まつり 高砂緑地

10月 2 日（日）地区体育大会 香川小学校
10月29日（土）
　　30日（日）公民館まつり 香川公民館

11月13日（日）市民集会 香川公民館
11月20日（日）湘北地区防災訓練 鶴が台中学校ほか

9月 3日（土）市長と語る会（市民集会）小和田コミセン

10月 9 日（日）地区大運動会（松林・小和田地区合同）松林中学校

10月16日（日）小和田地区防災訓練 小和田小学校
11月13日（日）小和田コミセン祭り 小和田コミセン

9月25日（日）市民集会 小出コミセン
10月 2 日（日）防災訓練 県立里山公園
11月25日（金）小出地区自治会長研修会 未定
2月12日（日）第22回住民の集い 小出コミセン

9月10日（土）合同防災訓練 西浜小学校
9月25日（日）敬老福祉のつどい しおさい南湖
10月 9 日（日）大運動会 西浜小学校
11月 6 日（日）南湖ふれあいまつり 南湖会館
12月 3 日（土）日本の歳越し行事 南湖公民館
3月 4日（土）
　 　 5 日（日）南湖公民館まつり 南湖公民館

9月17日（土）中島中学校地域交流会 中島中学校
9月24日（土）市民集会（意見交換会）コミセン湘南
10月 2 日（日）防災訓練 中島中学校
10月 9 日（日）体育祭 柳島小学校
11月 6 日（日）コミセン子どもまつり コミセン湘南

バランスに気を付け搬送

市民集会

防災訓練
会館祭り

福祉バザー

市民のつどい
運動会

防災訓練（安否確認等）
男の料理教室

盆踊り

車いすを使ったまちあるきで
道路の状況を調査

2月17日松浪地区まちぢから協議会
「じっくり話し合う研修会」

茅ヶ崎市社会福祉協議会に
義援金として届けました

体育祭：ここが勝負、ウーン！

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
に

�

地
域
の
力
を
結
集
し

住
ん
で
良
か
っ
た

�

ま
ち
づ
く
り

地
域
に

�

い
っ
そ
う
の
活
力
を
！

み
ん
な
来
い
、
恋
、

�

ふ
る
さ
と
小
出

夏
ま
つ
り
を

�

開
催
し
て
交
流

み
ん
な
が
つ
な
が
る

「
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
」の

充
実
と
活
性
化
を

�

は
か
ろ
う
！

み
ん
な
で
協
力
し
て

�

助
け
合
う
湘
南
地
区

長
寿
社
会
に
向
け
た

�
地
域
の
取
り
組
み

「
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
と

�

コ
ミ
セ
ン
運
営
」に
つ
い
て

全
委
員
の
研
修
意
見
交
換
会

８ 月20日（土）
　　21日（日）盆踊り 松浪小学校

9月10日（土）市民集会 松浪コミセン
10月 9 日（日）体育祭 松浪小学校
10月16日（日）福祉ふれあいまつり 松浪小学校
11月13日（日）地区防災訓練 松浪小中学校
1月14日（土）賀詞交歓会 松浪コミセン

活 動 紹 介

共
通
課
題
を

　
　
　
　
課
題
解
決
へ

小出小見守り活動

危険箇所の点検

部
会
設
立
に
伴
い

〝
ま
ち
協
〟活
動
が
活
性
化

地
域
の
力
を

　
　
　
　
発
揮
し
よ
う



平
成
二
十
八
年
五
月
十
一
日
に

「
茅
ヶ
崎
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
」
が

解
散
し
、「
茅
ヶ
崎
市
ま
ち
ぢ
か
ら
協

議
会
連
絡
会
」
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
広
報
紙
も
今
ま
で
の

『
じ
ち
か
い
』
か
ら
『
ま
ち
ぢ
か
ら
』

と
名
前
を
変
え
て
発
刊
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
本
号
が
創
刊
号
と
な
り
ま
し
た
。

市
内
十
二
地
区
の
う
ち
二
地
区
で
は
、

今
も
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
設
立
の
た
め

の
準
備
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
地
域
の

課
題
の
解
決
を
、
行
政
と
協
働
し
て
取

り
組
む
こ
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制

度
へ
の
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
Ｕ
・
Ｎ
記
）

まちぢから協議会のホームページの運用を、
9月1日から開始しました。まちぢから協議会
連絡会や地区まちぢから協議会の情報・活動
内容などを順次提供していきます。多くのみ
なさんにご覧いただき協議会を知っていただ
くとともに、協議会発展のためにご協力をお
願いします。

ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
！！

まちぢから協議会では、地区ごとにホームペー
ジを開設し、それぞれの地区情報をタイムリー
に発信しています。
自治会・福祉・スポーツ・子ども・防災関係な
ど、様々な地域に密着した情報をわかりやすく
掲載しています。

まちぢから協議会のホームページを充実させて
いくためには、みなさんからの情報提供が必要
です。情報は、地区まちぢから協議会、または
まちぢから協議会連絡会にお寄せください。
地区のみなさんの力で充実させていきましょう。

クリックすると
各地区の情報が
ご覧いただけます

みんなでつくろう！！
“まちぢ”ホームページ

9/1から
運用
開始！！

平成28年度まちぢから協議会連絡会委員

12地区のさまざまな団体の情報が
一目でわかります！

みなさんの力で
ホームページが充実します！

まちぢから協議会ホームページアドレス

▼▼▼こちらがトップページです。▼▼▼

http://chigasaki-machiren.org
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編 集 後 記

小出
矢野 福徳

鶴嶺東
小室 正明
（会計）

湘南
内藤 徳行

湘南
後藤 金蔵

（副会長）

南湖
林　 申次

松浪
植松 伸

（副会長）

海岸
真野 宗直

小出
佐藤 次男
（監事）

海岸
島田 俊夫

湘北
舘田 郁夫

茅ヶ崎
篠原 德守

湘北
沓澤 幸子

松林
細田 　勲
（会長）

南湖
三觜 健一

茅ヶ崎
和田 高伸
（監事）

浜須賀
青木 三郎

松浪
平松 民平

小和田
中田 一夫

松林
滝本 　誠

鶴嶺西
成瀬 　清

鶴嶺西
弓達 　茂

小和田
新倉 昭人

浜須賀
古谷 　宏

鶴嶺東
熊澤 繁雄


